




拡張性のあるソリューション

RWD uBenchmark は各ワークステーションに簡単にインストールでき、必要に応じ
て多数の社員を評価できます。インストールされた RWD uBenchmark は、ユーザー
の操作にほとんど影響を与えることなく、既存のセキュリティおよび制御システムと連
携して動作します。
 
RWD uBenchmark のダッシュボードは、Windows ベースのソフトウェアや ERP 
アプリケーション (SAP、Oracle、PeopleSoft など ) を社員がどのように利用して
いるかを把握できる、さまざまなレポート作成機能を搭載しています。ダッシュボード
を使用して、各社員の使用状況を個別に追跡することも可能です。

包括的な意思決定

RWD uBenchmark では、以下の項目を評価できます。

•	 ビジネスシステムの導入および使用状況
•	 操作時間
•	 応答時間
•	 社員のサポートおよび研修の必要性
•	 グループ間の比較分析

こうしたさまざまな基準を利用することで、企業のシステムと社員の有効性を最大限
に高め、生産性の大幅な向上を図ることができます。

なお、RWD uBenchmark は、RWD の経験豊富な専門家チームが完全サポートし
ています。

また、RWD uBenchmark に関連するデータ分析およびビジネスコンサルティングも
提供しており、企業の可能性を最大限に引き出します。

アプリケーションの起動状況のグラフ表示 ユーザー ID などのユーザー設定の表示
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企業が抱える課題

複雑で多様なビジネスアプリケーションの有効利用
多くの企業は、ビジネスを変革する可能性を秘めた
ビジネスアプリケーションに多額の資金を投入して
います。こうしたビジネスアプリケーションを導入
すれば、効率アップ、社員のパフォーマンスの向上、
収益拡大を実現できる可能性が無限に広がります。
しかし、ビジネスプロセスを変更することになるた
め、社員がビジネスアプリケーションを効果的に利
用しながら、新しいビジネスプロセスに合わせて業
務を遂行できるよう、社員に対する業務支援を継
続的に行う必要があります。

一貫性のあるビジネスプロセスの構築
企業の各部門は、世界各国に分散していても、同じ
ワークフロープロセスに従って業務を遂行しなけれ
ばなりません。同様に社員も、場所を問わず、一貫
性のあるビジネスプロセスに従って業務を遂行する
必要があります。

加速する人材流動化への対応
新規採用を行い、新たな戦略を開始し、さらに新
たなビジネスチャンスを模索している企業では、人
材が毎日のように入れ替わっています。社員を正し
い方向に導き、モバイルワーカーや各地に分散して
いる社員をトレーニングしたり、世代間、文化間、
地域間でノウハウを交換できる環境を構築したりす
るには、ビジネスアプリケーション上でのユーザー
パフォーマンスを分析できるソリューションが必要
になります。

成績優秀な社員の特定
期待以上の成績を収めた社員の評判は口コミで広
がることが多いため、そうした社員を特定し、その
行動やプロセスを定義してモデル化することは容易
ではありません。

ユーザー ID の保護
多くの企業では、ユーザーが特定されることなく、ユー
ザーデータを収集でき、ビジネスパフォーマンスを
包括的に分析できるようにしたいと考えています。

当社のソリューション

RWD uBenchmark を使用すれば、社員やシステ
ムのパフォーマンスに関する包括的かつ客観的な
データを入手し、社員の学習、業務支援、ビジネス
プロセスで必要な分野に的を絞って投資することが
できます。

RWD uBenchmark を使用すれば、トランザクショ
ンの処理数、エラー数、成功率を表示し、プロセ
スの導入状況を確認することができます。また、こ
れらの回数をダッシュボードで合計し、各ユーザー
グループのデータを比較することもできます。

RWD uBenchmark を使用すれば、ビジネスプロ
セスでの社員のパフォーマンスを常に把握できるた
め、問題が大きくなる前にパフォーマンスギャップ
を特定し、効率的に改善することができます。

RWD uBenchmark を使用すれば、高いパフォー
マンスを発揮している社員を特定できるだけでな
く、画面キャプチャー機能を利用してプロセスやユー
ザー操作を確認することもできます。

RWD uBenchmark を使用すれば、ユーザー ID 
を表示させずに、ユーザーの習熟状況やプロセス
の遵守状況を確認することができます。


